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(57)【要約】
【課題】単位時間当たりの送気量が多く、かつ対物レン
ズを適切に洗浄等することが可能な内視鏡用送気送液吸
引装置を得る。
【解決手段】第１の送気送液シリンダ１２０と第１の気
体流入口１２３との間には隙間が空いているため、第１
の気体流入口１２３から第１の送気送液シリンダ１２０
内に流入した空気は、第１の送気送液シリンダ１２０の
底部１２８近辺の空間をへて、リーク管１３３内に流入
する。リーク孔１４５が塞がれているため、リーク管１
３３内の空気圧が上昇する。空気圧の上昇により第１の
逆止弁１４０が変形して、リーク管１３３から第１の気
体流出管路２２５を経て第２の気体流入口１６３に空気
が流入する。吸引シリンダ１６０の底部１２８近辺の空
間に、第２の気体流入口１６３から空気が供給される。
その後、負圧流入口１６５及び吸入管路２４１を経て、
吸入口から空気が放出される。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　気体が流入する気体流入管路、及び気体が流出する気体流出管路と、液体が流入する液
体流入管路、及び液体が流出する液体流出管路とが接続される送気送液部材と、
　内視鏡の遠位端部に設けられた吸入口に接続される吸入管路が接続されるとともに、前
記気体流出管路が前記送気送液部材から直接接続される吸引部材とを備え、
　前記液体流出管路は、前記内視鏡の遠位端部に設けられた送液口に接続され、
　前記吸入管路及び前記吸入口の断面積は、前記気体流出管路、前記液体流出管路、及び
前記送液口の断面積よりも大きく、
　前記気体流入管路を介して前記送気送液部材に流入した気体が、前記気体流出管路を介
して前記吸引部材に直接流入し、前記吸入管路を介して前記吸入口から流出し、
　前記液体流入管路を介して前記送気送液部材に流入した液体が、前記液体流出管路を介
して前記送液口から流出する内視鏡用送気送液吸引装置。
【請求項２】
　前記吸引部材に接続されない前記気体流出管路が、前記液体流出管路と接続された後に
送液口に接続される請求項１に記載の内視鏡用送気送液吸引装置。
【請求項３】
　複数の前記気体流出管路が前記送気送液部材に接続され、
　前記複数の気体流出管路のうちの１つが前記吸引部材に接続され、
　前記吸引部材に接続されない前記気体流出管路が、前記内視鏡の遠位端部に設けられた
送気口に直接接続される請求項１に記載の内視鏡用送気送液吸引装置。
【請求項４】
　前記送気送液部材は、前記気体流入管路と接続するリーク孔と、第１から第３の送気送
液操作位置を有し、
　前記送気送液部材が前記第１の送気送液操作位置にあるとき、前記リーク穴が封止され
ると、前記気体流入管路から前記送気送液部材に流入した気体が、前記吸引部材に接続さ
れない前記気体流出管路を介して、前記送液口に導かれる請求項３に記載の内視鏡用送気
送液吸引装置。
【請求項５】
　前記送気送液部材は第１から第３の送気送液操作位置を有し、
　前記送気送液部材が前記第２の送気送液操作位置にあるとき、前記気体流入管路を介し
て前記送気送液部材に流入した気体が、前記気体流出管路を介して前記吸引部材に直接流
入し、前記吸入管路を介して前記吸入口に導かれる請求項３に記載の内視鏡用送気送液吸
引装置。
【請求項６】
　前記吸引部材は第１及び第２の吸引操作位置を有し、
　前記吸引部材が前記第１の吸引操作位置にあるとき、前記送気送液部材から前記気体流
出管路を介して前記吸引部材に直接流入した気体が、前記吸入管路を介して前記吸入口に
導かれる請求項５に記載の内視鏡用送気送液吸引装置。
【請求項７】
　前記吸引部材は、負圧が掛けられた負圧管路に接続されるとともに、第１及び第２の吸
引操作位置を有し、
　前記吸引部材が前記第２の吸引操作位置にあるとき、前記吸入管路と前記負圧管路とが
接続される請求項６に記載の内視鏡用送気送液吸引装置。
【請求項８】
　前記送気送液部材は第１から第３の送気送液操作位置を有し、
　前記送気送液部材が前記第３の送気送液操作位置にあるとき、前記液体流入管路を介し
て前記送気送液部材に流入した液体が、前記液体流出管路を介して前記送液口に直接導か
れる請求項３に記載の内視鏡用送気送液吸引装置。
【請求項９】
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　前記送気送液部材は、ユーザの押圧により直線的に移動可能であって、操作されないと
きには前記第１の送気送液操作位置に置かれ、半押しされたときには前記第２の送気送液
操作位置に置かれ、全押しされたときには前記第３の送気送液操作位置に置かれる請求項
４、５、及び８に記載の内視鏡用送気送液吸引装置。
【請求項１０】
　前記送気送液部材は、ユーザの押圧により直線的に移動可能であって、操作されないと
きには前記第１の送気送液操作位置に置かれ、半押しされたときには前記第３の送気送液
操作位置に置かれ、全押しされたときには前記第２の送気送液操作位置に置かれる請求項
４、５、及び８に記載の内視鏡用送気送液吸引装置。
【請求項１１】
　前記吸引部材は、ユーザの押圧により直線的に移動可能であって、操作されないときに
は前記第１の吸引操作位置に置かれ、全押しされたときには前記第２の吸引操作位置に置
かれる請求項６及び７に記載の内視鏡用送気送液吸引装置。
【請求項１２】
　前記送気送液部材は、前記気体流入管路、前記気体流出管路、前記液体流入管路、及び
前記液体流出管路との接続を防止する気液シール部材を備える請求項１に記載の内視鏡用
送気送液吸引装置。
【請求項１３】
　前記気液シール部材は、Ｏリングである請求項１２に記載の内視鏡用送気送液吸引装置
。
【請求項１４】
　前記送気送液部材は、前記気体流入管路から流入した気体が、前記複数の気体流出管路
のいずれか１つにのみ流れるように制御する逆止弁をさらに備える請求項３に記載の内視
鏡用送気送液吸引装置。
【請求項１５】
　前記吸引部材は、前記気体流出管路と前記負圧管路との接続を防止する吸引シール部材
を備える請求項７に記載の内視鏡用送気送液吸引装置。
【請求項１６】
　前記吸引シール部材は、Ｏリングである請求項１５に記載の内視鏡用送気送液吸引装置
。
【請求項１７】
　前記吸入管路には、鉗子を挿入、又は薬剤を注入するための鉗子口が接続される請求項
１に記載の内視鏡用送気送液吸引装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の内部に設けられて、内視鏡の遠位端部から気体及び液体を送り出し
、また遠位端部近辺の物体を吸引して被験者の体外に排出する内視鏡用送気送液吸引装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、対物レンズや観察対象物を洗浄等するための液体を送り出す送水管路、観察
対象の臓器に気体を送り、あるいは対物レンズに付着した異物を吹き払うために気体を送
る送気管路、及び観察対象物に付着した異物などを吸入、あるいは鉗子を挿入する吸入管
路を備えるものが知られている（特許文献１）。このような内視鏡では、対物レンズを適
切に洗浄等するため、遠位端部にノズルが取り付けられる。また、送水管路及び送気管路
の断面積は、吸入管路の断面積よりも小さい。
【０００３】
　３つの管路を設けると、内視鏡の挿入部の径が太くなり、被験者に加えられる負荷が高
くなるため、管路を共通化する試みがなされている（特許文献２、３）。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第３６７８６１４号公報
【特許文献２】特公平０１－０５７５７７号公報
【特許文献３】特開平０５－２２８１０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　３つの管路を備える従来の内視鏡において、内視鏡の挿入部の径を細くしようとすると
、送水管路及び送気管路の断面積を小さくせざるを得ない。これらの管路の断面積を小さ
くすると、一度に送気可能な気体の量が減少する。このため、観察のため臓器を膨らませ
るのに必要な時間が長くなってしまい、被験者の負荷が増大する。
【０００６】
　さらに、管路を共通化したとき、対物レンズを適切に洗浄等するため遠位端部にノズル
を取り付けると、観察対象物に付着した異物などを適切に吸入できない。他方、ノズルを
省くと、対物レンズを適切に洗浄等できない。
【０００７】
　本発明はこれらの問題に鑑みてなされたものであり、単位時間当たりの送気量が多く、
かつ対物レンズを適切に洗浄等することが可能な内視鏡用送気送液吸引装置を得ることを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本願発明による内視鏡用送気送液吸引装置は、気体が流入する気体流入管路、及び気体
が流出する気体流出管路と、液体が流入する液体流入管路、及び液体が流出する液体流出
管路とが接続される送気送液部材と、内視鏡の遠位端部に設けられた吸入口に接続される
吸入管路が接続されるとともに、気体流出管路が送気送液部材から直接接続される吸引部
材とを備え、液体流出管路は、内視鏡の遠位端部に設けられた送液口に接続され、吸入管
路及び吸入口の断面積は、気体流出管路、液体流出管路、及び送液口の断面積よりも大き
く、気体流入管路を介して送気送液部材に流入した気体が、気体流出管路を介して吸引部
材に直接流入し、吸入管路を介して吸入口から流出し、液体流入管路を介して送気送液部
材に流入した液体が、液体流出管路を介して送液口から流出することを特徴とする。
【０００９】
　吸引部材に接続されない気体流出管路が、液体流出管路と接続された後に送液口に接続
されることが好ましい。
【００１０】
　複数の気体流出管路が送気送液部材に接続され、複数の気体流出管路のうちの１つが吸
引部材に接続され、吸引部材に接続されない気体流出管路が、内視鏡の遠位端部に設けら
れた送液口に直接接続されることが好ましい。
【００１１】
　送気送液部材は、気体流入管路と接続するリーク孔と、第１から第３の送気送液操作位
置を有し、送気送液部材が第１の送気送液操作位置にあるとき、リーク穴が封止されると
、気体流入管路から送気送液部材に流入した気体が、吸引部材に接続されない気体流出管
路を介して、送液口に導かれることが好ましい。
【００１２】
　送気送液部材は第１から第３の送気送液操作位置を有し、送気送液部材が第２の送気送
液操作位置にあるとき、気体流入管路を介して送気送液部材に流入した気体が、気体流出
管路を介して吸引部材に直接流入し、吸入管路を介して吸入口に導かれるように構成され
ても良い。
【００１３】
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　吸引部材は第１及び第２の吸引操作位置を有し、吸引部材が第１の吸引操作位置にある
とき、送気送液部材から気体流出管路を介して吸引部材に直接流入した気体が、吸入管路
を介して吸入口に導かれるように構成されても良い。
【００１４】
　このとき、吸引部材は、負圧が掛けられた負圧管路に接続されるとともに、第１及び第
２の吸引操作位置を有し、吸引部材が第２の吸引操作位置にあるとき、吸入管路と負圧管
路とが接続されることが好ましい。
【００１５】
　送気送液部材は第１から第３の送気送液操作位置を有し、送気送液部材が第３の送気送
液操作位置にあるとき、液体流入管路を介して送気送液部材に流入した液体が、液体流出
管路を介して送液口に直接導かれるように構成されても良い。
【００１６】
　送気送液部材は、ユーザの押圧により直線的に移動可能であって、操作されないときに
は第１の送気送液操作位置に置かれ、半押しされたときには第２の送気送液操作位置に置
かれ、全押しされたときには第３の送気送液操作位置に置かれることが好ましい。
【００１７】
　送気送液部材は、ユーザの押圧により直線的に移動可能であって、操作されないときに
は第１の送気送液操作位置に置かれ、半押しされたときには第３の送気送液操作位置に置
かれ、全押しされたときには第２の送気送液操作位置に置かれるように構成されても良い
。
【００１８】
　吸引部材は、ユーザの押圧により直線的に移動可能であって、操作されないときには第
１の吸引操作位置に置かれ、全押しされたときには第２の吸引操作位置に置かれることが
好ましい。
【００１９】
　送気送液部材は、気体流入管路、気体流出管路、液体流入管路、及び液体流出管路との
接続を防止する気液シール部材を備えることが好ましい。
【００２０】
　気液シール部材は、Ｏリングが好適である。
【００２１】
　送気送液部材は、気体流入管路から流入した気体が、複数の気体流出管路のいずれか１
つにのみ流れるように制御する逆止弁をさらに備えることが好ましい。
【００２２】
　吸引部材は、気体流出管路と負圧管路との接続を防止する吸引シール部材を備えてもよ
い。
【００２３】
　吸引シール部材は、Ｏリングが好適である。
【００２４】
　吸入管路には、鉗子を挿入、又は薬剤を注入するための鉗子口が接続されることが好ま
しい。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明によれば、単位時間当たりの送気量が多く、かつ対物レンズを適切に洗浄等する
ことが可能な内視鏡用送気送液吸引装置を得る。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】第１の実施形態による第１の内視鏡用送気送液吸引装置を有する内視鏡の断面を
概略的に示した図である。
【図２】第１の送気送液操作位置にある第１の送気送液部材を示した断面図である。
【図３】図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線における第１の送気送液部材の断面図である。
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【図４】第２の送気送液操作位置にある第１の送気送液部材と、第１の吸引操作位置にあ
る吸引部材とを示した断面図である。
【図５】第３の送気送液操作位置にある第１の送気送液部材を示した断面図である。
【図６】第２の吸引操作位置にある吸引部材を示した断面図である。
【図７】第２の実施形態による第２の内視鏡用送気送液吸引装置を有する内視鏡の断面を
概略的に示した図である。
【図８】第１の送気送液操作位置にある第２の送気送液部材を示した断面図である。
【図９】第２の送気送液操作位置にある第２の送気送液部材を示した断面図である。
【図１０】第３の送気送液操作位置にある第２の送気送液部材と、第１の吸引操作位置に
ある吸引部材を示した断面図である。
【図１１】図１０のＸＩ－ＸＩ線における第１の送気送液部材の断面図である。
【図１２】第３の実施形態による第３の内視鏡用送気送液吸引装置を有する内視鏡の断面
を概略的に示した図である。
【図１３】第１の送気送液操作位置にある第３の送気送液部材と、第１の吸引操作位置に
ある吸引部材を示した断面図である。
【図１４】第３の送気送液操作位置にある第３の送気送液部材と、第１の吸引操作位置に
ある吸引部材を示した断面図である。
【図１５】第1の送気送液操作位置にある第３の送気送液部材と、第２の吸引操作位置に
ある吸引部材を示した断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、本発明における内視鏡用送気送液吸引装置について添付図面を参照して説明する
。
【００２８】
　図１から４を用いて第１の実施形態による第１の内視鏡用送気送液吸引装置１００の構
成について説明する。
【００２９】
　第１の内視鏡用送気送液吸引装置１００は、第１の内視鏡２００に格納される。第１の
内視鏡２００は、図示しない内視鏡用プロセッサに接続されるコネクタ部２１０と、使用
時にユーザが把持する第１の操作部２２０と、コネクタ部２１０と第１の操作部２２０と
を接続するユニバーサルケーブル部２３０と、第１の操作部２２０から延びて被験者の体
内に挿入される挿入部２４０とから成る。
【００３０】
　コネクタ部２１０は、給気口２１１、給水口２１２、及び負圧供給口２１３を有する。
給気口２１１及び給水口２１２には、給気給水タンクから延びる給気給水コネクタが接続
され、給気口２１１に空気を、給水口２１２に水を供給する。これらの空気及び水は、所
定の圧力まで加圧されている。負圧供給口２１３には、負圧ポンプから延びる負圧コネク
タが接続されて負圧が加えられる。給気給水タンク、給気給水コネクタ、負圧ポンプ、及
び負圧コネクタは図示されない。
【００３１】
　コネクタ内部及びユニバーサルケーブル部２３０を経て第１の操作部２２０まで延びる
気体流入管路２３１、液体流入管路２３２、及び負圧管路２３３が給気口２１１、給水口
２１２、及び負圧供給口２１３のコネクタ内部側端部に各々接続される。
【００３２】
　挿入部２４０の遠位端部２４６には、図示しない対物レンズ及び照明レンズと、吸入口
２４５、及び送液口である送気送液口２４３とが設けられる。第１の操作部２２０から延
びる吸入管路２４１が吸入口２４５に接続され、第１の操作部２２０から延びる液体流出
管路２４２及び第２の気体流出管路２２１が送気送液口２４３に接続される。送気送液口
２４３にはノズル２４４が取り付けられ、対物レンズに向けて水及び空気を噴射可能にす
る。
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【００３３】
　第１の操作部２２０は、鉗子を挿入、又は薬剤を注入するための鉗子挿入口２２２と、
第１の送気送液部材１１０と、吸引部材１５０とを備える。吸入管路２４１から分岐した
鉗子管路２２３が鉗子挿入口２２２に接続される。鉗子管路２２３を介して流れて来る気
体、液体、異物等が鉗子挿入口２２２から外部に流出しないように、鉗子挿入口２２２に
はスリットが入った鉗子栓２２４が装着されている。ユーザが鉗子等を挿入して異物等を
回収、切除などの処置を行う場合は、鉗子栓２２４のスリットを押し広げて鉗子等を鉗子
挿入口２２２に挿入する。
【００３４】
　第１の送気送液部材１１０及び吸引部材１５０が第１の内視鏡用送気送液吸引装置１０
０を主に構成する。
【００３５】
　第１の送気送液部材１１０は、有底円筒状の第１の送気送液シリンダ１２０と、第１の
送気送液シリンダ１２０の内周面１２１に挿入される円柱状の第１の送気送液ピストン１
３０とから成る。第１の送気送液ピストン１３０は、第１の送気送液シリンダ１２０と同
軸となるように挿入される。
【００３６】
　第１の送気送液シリンダ１２０は、第１の操作部２２０の外装２２６に設けられた孔に
取り付けられ、第１の操作部２２０の外部に開口する。
【００３７】
　第１の送気送液シリンダ１２０は、その内周面１２１から第１の送気送液シリンダ１２
０の外側面１２２まで貫通する第１の気体流入口１２３、第１の気体流出口１２４、第２
の気体流出口１２５、液体流入口１２６、及び液体流出口１２７を有する。第１の送気送
液シリンダ１２０の軸Ｘ方向において、各流入流出口は異なる位置に設けられる。より詳
細には、第１の送気送液シリンダ１２０の底部１２８から開口部１２９に向けて、第１の
気体流入口１２３、第１の気体流出口１２４、第２の気体流出口１２５、液体流入口１２
６、液体流出口１２７が順に取り付けられる。
【００３８】
　第１の送気送液シリンダ１２０の内周面１２１と第１の気体流入口１２３との接合部に
おける第１の送気送液シリンダ１２０の内周面１２１の径は、各流入流出口が設けられな
い部位における径よりも若干大きい。また、第１の送気送液シリンダ１２０の内周面１２
１と液体流入口１２６との接合部における第１の送気送液シリンダ１２０の内周面１２１
の径は、各流入流出口が設けられない部位における径よりも若干大きい。
【００３９】
　第１の気体流入口１２３に気体流入管路２３１が、第１の気体流出口１２４に第１の気
体流出管路２２５が、第２の気体流出口１２５に第２の気体流出管路２２１が、液体流入
口１２６に液体流入管路２３２が、そして液体流出口１２７に液体流出管路２４２がそれ
ぞれ接続される。
【００４０】
　第２の気体流出管路２２１は、第１の操作部２２０の内部で液体流出管路２４２に接続
される。なお、第２の気体流出管路２２１は、第１の操作部２２０の内部で液体流出管路
２４２に接続されずに直接送気口に接続されてもよい。
【００４１】
　第１の送気送液ピストン１３０において、第１の送気送液シリンダ１２０の底部１２８
と対向する端部を先端部１３１、第１の送気送液シリンダ１２０の開口部１２９側の端部
を押圧端部１３２とする。
【００４２】
　第１の送気送液ピストン１３０は、軸方向全長に渡って貫通する円筒形のリーク管１３
３と、周方向全周に渡って外周面に形成される第１、第２、及び第３の凹部１３４、１３
５、１３６とを有する。第１から第３の凹部１３４－１３６は、第１の送気送液ピストン
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１３０の径方向に深さを有し、軸方向に幅を有する。第１から第３の凹部１３４－１３６
は、深さ及び幅が異なる。第１の送気送液ピストン１３０の軸Ｘを通る平面における第１
から第３の凹部１３４－１３６の断面は、コの字又は逆コの字を成し、軸Ｘに対して線対
称である。
【００４３】
　先端部１３１から押圧端部１３２に向けて、第１の凹部１３４が２つ、第３の凹部１３
６が１つ、第１の凹部１３４が４つ、第２の凹部１３５が１つ、そして第１の凹部１３４
が１つ設けられる。
【００４４】
　第１から第３の凹部１３４－１３６において、第１の送気送液ピストン１３０の軸Ｘに
対して平行な曲面を底面とし、第１の送気送液ピストン１３０の軸Ｘに対して直角な平面
であって、第１の送気送液シリンダ１２０の底部１２８側に位置する平面を下部側面、第
１の送気送液シリンダ１２０の開口部１２９側に位置する平面を上部側面とする。
【００４５】
　深さ及び幅が最も小さい第１の凹部１３４に、Ｏリング１３７が取り付けられる。Ｏリ
ング１３７は、第１の送気送液ピストン１３０の外側面１３８から径方向にわずかに突出
する。第１の凹部１３４と同じ深さであって、幅が広い第２の凹部１３５には、何も取り
付けられない。
【００４６】
　第３の凹部１３６は、第１の凹部１３４よりも大きな深さ及び幅を有し、第２の凹部１
３５よりも小さな幅を有する。第３の凹部１３６の底面には、リーク管１３３まで貫通す
る第１の貫通孔１３９が開口する。第１の貫通孔１３９は、第１の送気送液ピストン１３
０の軸Ｘに対して直角な直線を軸とする円筒状の孔である。リーク管１３３から第３の凹
部１３６に向けて通過する気体の流れに対して若干の抵抗となり、かつ第３の凹部１３６
からに第１の貫通孔１３９に向けて通過する気体の流れを封止する第１の逆止弁１４０が
、第３の凹部１３６の底面に取り付けられる。
【００４７】
　第１の逆止弁１４０は、環状の弾性部材から成る。第１の逆止弁１４０の軸は、第１の
送気送液ピストン１３０の軸Ｘと一致する。第１の逆止弁１４０の軸Ｘを通る断面は、軸
方向中央部が内周側に向けて突出するＶの字形状を成す。第１の逆止弁１４０の外周側端
部は、第３の凹部１３６の上部側面及び下部側面と係合する。リーク管１３３側から加え
られた圧力が第１の逆止弁１４０の弾性力を超えると、第１の逆止弁１４０は変形して第
１の送気送液ピストン１３０の外周方向に圧力を逃がす。リーク管１３３側から加えられ
た圧力が第１の逆止弁１４０の弾性力を超えないとき、第１の逆止弁１４０は第１の送気
送液ピストン１３０の外周方向に圧力を逃がさない。第１の送気送液ピストン１３０の外
周側から圧力が加えられると、第１の逆止弁１４０は第３の凹部１３６の上部側面及び下
部側面と密着してリーク管１３３側に圧力を逃がさない。
【００４８】
　第１の送気送液ピストン１３０の一端は、第１の送気送液シリンダ１２０の開口部１２
９から突出し、第１の押圧部１４１が取り付けられる。
【００４９】
　第１の押圧部１４１は、第１の押圧ボタン１４２と第２の押圧ボタン１４３と第１の基
部１４４とを備える。
【００５０】
　第１の基部１４４は、第１の操作部２２０の外装２２６及び第１の送気送液シリンダ１
２０と固定される。
【００５１】
　第１の押圧ボタン１４２は、円筒であって、中央にリーク孔１４５が貫通する。リーク
孔１４５とリーク管１３３とが同軸に繋がるように第１の押圧ボタン１４２が第１の送気
送液ピストン１３０に取り付けられる。
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【００５２】
　第１の押圧ボタン１４２と第１の基部１４４との間に第１のコイル圧縮スプリング１４
６が設けられる。第１のコイル圧縮スプリング１４６は、ユーザが第１の押圧ボタン１４
２を操作しないときに、第１の押圧ボタン１４２を第１の操作部２２０から最も突出した
位置に保持する。このとき、第１の送気送液ピストン１３０が第１の送気送液シリンダ１
２０に最も浅く挿入されている第１の送気送液操作位置にある。
【００５３】
　第１の送気送液ピストン１３０が第１の送気送液操作位置にあるとき、第１の気体流入
口１２３と第１の送気送液ピストン１３０とが第１の送気送液シリンダ１２０の径方向に
重ならず、第２の気体流出口１２５と第３の凹部１３６の一部とが第１の送気送液シリン
ダ１２０の径方向に重なる。そして、第１の送気送液シリンダ１２０の軸方向において第
３の凹部１３６の両側に位置する第１の凹部１３４に取り付けられたＯリング１３７が第
１の送気送液ピストン１３０と第１の送気送液シリンダ１２０との間を密封するため、第
１の気体流入口１２３と第１の気体流出口１２４との接続により形成された空間が密封さ
れる。
【００５４】
　第２の押圧ボタン１４３は第１の押圧ボタン１４２の外径よりも大きな内径を有する円
筒形であって、内周が第１の押圧ボタン１４２の外周とわずかな遊びを確保しながら嵌合
する。
【００５５】
　第２の押圧ボタン１４３と第１の基部１４４との間に第２のコイル圧縮スプリング１４
７が設けられる。第２のコイル圧縮スプリング１４７は、ユーザが第２の押圧ボタン１４
３を操作しないときに、第２の押圧ボタン１４３を第１の操作部２２０から最も突出した
位置に保持する。第２のコイル圧縮スプリング１４７のバネ定数は、第１のコイル圧縮ス
プリング１４６のバネ定数よりも大きい。
【００５６】
　第１の送気送液ピストン１３０の軸方向に第１の押圧ボタン１４２を指でユーザが押し
ていくと、第２の押圧ボタン１４３に指が接触する。このとき、第２のコイル圧縮スプリ
ング１４７のバネ定数が第１のコイル圧縮スプリング１４６のバネ定数よりも大きいため
、ユーザは抵抗を感じて、第１の押圧ボタン１４２を押していく動作を容易に停止するこ
とができる。この状態を半押し状態といい、第１の送気送液ピストン１３０が第２の送気
送液操作位置に置かれる。第１の送気送液ピストン１３０が第２の送気送液操作位置にあ
るとき、第１の気体流入口１２３と第１の送気送液ピストン１３０とが第１の送気送液シ
リンダ１２０の径方向に重なり、第１の気体流出口１２４と第３の凹部１３６の一部とが
第１の送気送液シリンダ１２０の径方向に重なる。そして、第１の送気送液シリンダ１２
０の軸方向において第３の凹部１３６の両側に位置する第１の凹部１３４に取り付けられ
たＯリング１３７が第１の送気送液ピストン１３０と第１の送気送液シリンダ１２０との
間を密封するため、第１の気体流入口１２３と第１の気体流出口１２４との接続により形
成された空間が密封される。
【００５７】
　さらに第１の押圧ボタン１４２をユーザが押していくと、第１の押圧ボタン１４２及び
第２の押圧ボタン１４３が完全に押し込まれる。この状態において、第１の送気送液ピス
トン１３０は、第１の送気送液シリンダ１２０に最も挿入された第３の送気送液操作位置
に置かれる。この状態を全押し状態という。第１の送気送液ピストン１３０が第３の送気
送液操作位置にあるとき、液体流入口１２６と第２の凹部１３５の一部とが第１の送気送
液シリンダ１２０の径方向に重なり、液体流出口１２７と第２の凹部１３５の一部とが第
１の送気送液シリンダ１２０の径方向に重なる。これにより、液体流入口１２６と液体流
出口１２７とが物理的に接続される。そして、第１の凹部１３４に取り付けられたＯリン
グ１３７が第１の送気送液ピストン１３０と第１の送気送液シリンダ１２０との間を密封
するため、液体流入口１２６と液体流出口１２７との接続により形成された空間が密封さ
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れる。
【００５８】
　吸引部材１５０は、有底円筒状の吸引シリンダ１６０と、吸引シリンダ１６０の内周面
１６１に挿入される円柱の吸引ピストン１７０とから成る。
【００５９】
　吸引シリンダ１６０は、第１の操作部２２０の外装２２６に設けられた孔に取り付けら
れ、第１の操作部２２０の外部に開口する。
【００６０】
　吸引シリンダ１６０は、その内周面１６１から吸引シリンダ１６０の外側面１６２まで
貫通する第２の気体流入口１６３及び負圧流出口１６４と、底部１６６に設けられる負圧
流入口１６５とを有する。吸引シリンダ１６０の軸方向において、第２の気体流入口１６
３と負圧流出口１６４は異なる位置に設けられる。より詳細には、吸引シリンダ１６０の
底部１６６から開口部１６７に向けて、第２の気体流入口１６３、負圧流出口１６４が順
に設けられている。
【００６１】
　吸引シリンダ１６０の内周面１６１と第２の気体流入口１６３との接合部における吸引
シリンダ１６０の内周面１６１の径は、第２の気体流入口１６３が設けられない部位にお
ける径よりも若干大きい。
【００６２】
　第２の気体流入口１６３が第１の気体流出管路２２５を介して第１の気体流出口１２４
と直接、すなわち何らの分岐を経ずに接続される。そして、負圧流出口１６４に負圧管路
２３３が、そして負圧流入口１６５に吸入管路２４１がそれぞれ接続される。
【００６３】
　吸引ピストン１７０において、吸引シリンダ１６０の底部１６６と対向する端部を吸引
先端部１７１、吸引シリンダ１６０の開口部１６７側の端部を吸引押圧端部１７２とする
。
【００６４】
　吸引ピストン１７０は、吸引先端部１７１から軸方向の略中央まで貫通した後に９０度
折れ曲げられて吸引ピストン１７０の外周に開口する負圧導入管１７３と、周方向全周に
渡って外周面に形成される第４及び第５の凹部１７４、１７５とを有する。第４及び第５
の凹部１７４、１７５は、吸引ピストン１７０の径方向に深さを有し、軸方向に幅を有す
る。第４及び第５の凹部１７４、１７５は、深さは同じであるが、幅が異なる。吸引ピス
トン１７０の軸Ｙを通る平面における第４及び第５の凹部１７４、１７５の断面は、コの
字又は逆コの字を成し、軸Ｙに対して線対称である。
【００６５】
　吸引先端部１７１から吸引押圧端部１７２に向けて、第４の凹部１７４が１つ、そして
第５の凹部１７５が１つ設けられる。負圧導入管１７３の開口は、第５の凹部１７５より
も吸引押圧端部１７２側に設けられる。
【００６６】
　第４の凹部１７４は第１の凹部１３４と同様の形状を有し、Ｏリング１７６が取り付け
られる。Ｏリング１７６は、吸引ピストン１７０の外側面１７８から径方向にわずかに突
出する。第５の凹部１７５は、第４の凹部１７４よりも大きな幅を有する。
【００６７】
　負圧導入管１７３の開口の周囲には、環状の弾性部材から成るシールリング１７７が取
り付けられる。シールリング１７７は、吸引ピストン１７０の外周からわずかに突出する
。
【００６８】
　吸引ピストン１７０の一端は、吸引シリンダ１６０の開口部１６７から突出し、吸引押
圧部１８０が取り付けられる。吸引押圧部１８０は、第３の押圧ボタン１８１と第２の基
部１８２とを備える。第２の基部１８２は、第１の操作部２２０の外装２２６及び吸引シ
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リンダ１６０と固定される。第３の押圧ボタン１８１は円筒形状であって、同軸となるよ
うに吸引ピストン１７０に取り付けられる。
【００６９】
　第３の押圧ボタン１８１と第２の基部１８２との間に第３のコイル圧縮スプリング１８
３が設けられる。第３のコイル圧縮スプリング１８３は、ユーザが第３の押圧ボタン１８
１を操作しないときに、第３の押圧ボタン１８１を第１の操作部２２０から最も突出した
位置に保持する。このとき、吸引ピストン１７０が吸引シリンダ１６０に最も浅く挿入さ
れている第１の吸引操作位置にある。ユーザが第３の押圧ボタン１８１を完全に押圧した
とき、吸引ピストン１７０は、吸引シリンダ１６０に最も深く挿入されている第２の吸引
操作位置にある。このとき、吸引ピストン１７０が全押しされているという。
【００７０】
　延伸方向に対して直角な平面における吸入管路２４１及び吸入口２４５の断面積は、第
２の気体流出管路２２１、液体流出管路２４２、及び送気送液口２４３の断面積よりも大
きい。
【００７１】
　次に、図２から６を用いて、第１の送気送液部材１１０及び吸引部材１５０の動きを説
明する。
【００７２】
　まず、第１の送気送液ピストン１３０及び吸引ピストン１７０に力が加えられておらず
、かつリーク孔１４５がユーザの指により封止されている状態について図２を用いて説明
する。
【００７３】
　このとき、気体流入管路２３１から加圧された空気が第１の送気送液部材１１０に供給
され、液体流入管路２３２から加圧された水が第１の送気送液部材１１０に供給され、負
圧管路２３３から負圧が吸引部材１５０に供給されている。また、第１の送気送液ピスト
ン１３０及び吸引ピストン１７０に力が加えられていないため、第１の送気送液ピストン
１３０は第１の送気送液操作位置に、吸引ピストン１７０は第１の吸引操作位置に置かれ
ている。
【００７４】
　第１の送気送液ピストン１３０が第１の送気送液操作位置にあるとき、先端部１３１と
第１の送気送液シリンダ１２０の底部１２８との間には空間が設けられる。そして、この
空間に第１の気体流入口１２３が接続されている。そのため、気体流入管路２３１から第
１の気体流入口１２３を経て第１の送気送液部材１１０に供給された空気は、リーク管１
３３に流入する。
【００７５】
　一方、リーク孔１４５は塞がれているため、リーク管１３３内の空気圧が上昇する。リ
ーク管１３３内が所定の空気圧となるまで第１の逆止弁１４０は第１の貫通孔１３９を塞
ぐが、所定の圧力を超えると第１の逆止弁１４０が変形して、リーク管１３３と第２の気
体流出口１２５とが物理的に接続される。すると、空気がリーク管１３３から第２の気体
流出口１２５を経て、第２の気体流出管路２２１に流出する。そして、送気送液口２４３
から空気が放出される。
【００７６】
　一方、第１の送気送液シリンダ１２０の軸方向において第３の凹部１３６の両側に位置
する第１の凹部１３４に取り付けられたＯリング１３７と、第１の送気送液シリンダ１２
０の先端部１３１側に位置する第１の凹部１３４に取り付けられたＯリング１３７とが第
１の送気送液ピストン１３０と第１の送気送液シリンダ１２０との間を密封するため、空
気が他の流入流出口に漏れ出ることがない。同様に、第１の送気送液シリンダ１２０の軸
方向において各流入流出口の両側に位置する第１の凹部１３４に取り付けられたＯリング
１３７が第１の送気送液ピストン１３０と第１の送気送液シリンダ１２０との間を密封す
るため、各流入流出口どうしが物理的に接続されることがない。すなわち、空気や水が他



(12) JP 2010-268866 A 2010.12.2

10

20

30

40

50

の流入流出口に漏れ出ない。
【００７７】
　次に、第１の送気送液ピストン１３０がユーザにより半押しされ、吸引ピストン１７０
に力が加えられておらず、そしてリーク孔１４５がユーザの指により封止されている状態
について図４を用いて説明する。
【００７８】
　このとき、気体流入管路２３１から加圧された空気が第１の送気送液部材１１０に供給
され、液体流入管路２３２から加圧された水が第１の送気送液部材１１０に供給され、負
圧管路２３３から負圧が吸引部材１５０に供給されている。また、第１の送気送液ピスト
ン１３０は第２の送気送液操作位置に、吸引ピストン１７０は第１の吸引操作位置に置か
れている。
【００７９】
　第１の送気送液ピストン１３０が第２の送気送液操作位置にあるとき、第１の送気送液
シリンダ１２０の径方向に第１の気体流入口１２３と第１の送気送液シリンダ１２０とが
重なり、第１の気体流出口１２４と第３の凹部１３６とが第１の送気送液シリンダ１２０
の径方向に重なる。
【００８０】
　第１の気体流入口１２３と第１の送気送液シリンダ１２０の内周面１２１との接合部に
おける第１の送気送液シリンダ１２０の内周面１２１の径は、各流入流出口が設けられな
い部位における径よりも若干大きいため、第１の送気送液シリンダ１２０と第１の気体流
入口１２３との間には隙間が空いている。そのため、第１の気体流入口１２３から第１の
送気送液シリンダ１２０内に流入した空気は、第１の送気送液ピストン１３０の先端部１
３１と第１の送気送液シリンダ１２０の底部１２８との間に形成された空間をへて、リー
ク管１３３内に流入する。
【００８１】
　一方、リーク孔１４５は塞がれているため、リーク管１３３内の空気圧が上昇する。リ
ーク管１３３内が所定の空気圧となるまで第１の逆止弁１４０は第１の貫通孔１３９を塞
ぐが、所定の圧力を超えると第１の逆止弁１４０が変形して、リーク管１３３と第１の気
体流出口１２４とが物理的に接続される。すると、空気がリーク管１３３から第１の気体
流出口１２４を経て、第１の気体流出管路２２５に流出する。そして、第２の気体流入口
１６３に空気が流入する。
【００８２】
　吸引ピストン１７０が第１の吸引操作位置にあるとき、吸引先端部１７１と吸引シリン
ダ１６０の底部１６６との間には空間が設けられる。そして、この空間に第２の気体流入
口１６３が接続されている。そのため、第１の気体流出管路２２５から第２の気体流入口
１６３を経て第１の吸引部材１５０に供給された空気は、負圧流入口１６５に流入する。
その後、吸入管路２４１を経て、吸入口２４５から空気が放出される。
【００８３】
　一方、第１の送気送液シリンダ１２０の軸方向において第３の凹部１３６の両側に位置
する第１の凹部１３４に取り付けられたＯリング１３７が第１の送気送液ピストン１３０
と第１の送気送液シリンダ１２０との間を密封するため、空気が他の流入流出口に漏れ出
ることがない。他の流入流出口に関しては、第１の送気送液ピストン１３０が第１の送気
送液操作位置にあるときと同様であるため、説明を省略する。
【００８４】
　次に、第１の送気送液ピストン１３０がユーザにより全押しされている状態について図
５を用いて説明する。
【００８５】
　このとき、気体流入管路２３１から加圧された空気が第１の送気送液部材１１０に供給
され、液体流入管路２３２から加圧された水が第１の送気送液部材１１０に供給され、負
圧管路２３３から負圧が吸引部材１５０に供給されている。また、第１の送気送液ピスト
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ン１３０は第３の送気送液操作位置に置かれている。
【００８６】
　第１の送気送液ピストン１３０が第３の送気送液操作位置にあるとき、第１の送気送液
シリンダ１２０の径方向に液体流入口１２６と第２の凹部１３５の一部とが重なり、液体
流出口１２７と第２の凹部１３５とが第１の送気送液シリンダ１２０の径方向に重なる。
【００８７】
　第１の送気送液シリンダ１２０の内周面１２１と液体流入口１２６との接合部における
第１の送気送液シリンダ１２０の内周面１２１の径は、各流入流出口が設けられない部位
における径よりも若干大きいため、第１の送気送液シリンダ１２０と液体流入口１２６と
の間には隙間が空いている。そのため、液体流入口１２６から第１の送気送液シリンダ１
２０内に流入した水は、第２の凹部１３５をへて、液体流出口１２７に流入する。そして
、液体流出管路２４２を経て、送気送液口２４３から水が放出される。
【００８８】
　一方、第１の送気送液シリンダ１２０の軸方向において第２の凹部１３５の両側に位置
する第１の凹部１３４に取り付けられたＯリング１３７が第１の送気送液ピストン１３０
と第１の送気送液シリンダ１２０との間を密封するため、空気が他の流入流出口に漏れ出
ることがない。他の流入流出口に関しては、第１の送気送液ピストン１３０が第１の送気
送液操作位置にあるときと同様であるため、説明を省略する。
【００８９】
　次に、吸引ピストン１７０が第２の吸引操作位置にあるとき、すなわちユーザにより全
押しされている状態について図６を用いて説明する。負圧管路２３３から負圧が吸引部材
１５０に供給されている。
【００９０】
　吸引ピストン１７０が第２の吸引操作位置にあるとき、吸引シリンダ１６０の径方向に
負圧流出口１６４と負圧導入管１７３とが重なる。そのため、負圧管路２３３から供給さ
れた負圧が負圧導入管１７３及び負圧流入口１６５を経て吸入管路２４１に供給される。
そして、吸入口２４５に負圧が発生する。この負圧により、被験者の体内の異物を吸入口
２４５から吸入して、負圧と逆の経路を経て負圧供給口２１３から取り出すことが可能と
なる。
【００９１】
　一方、負圧導入管１７３の開口の周囲に取り付けられたシールリング１７７が吸入ピス
トン１７０と吸引シリンダ１６０との間を密封するため、負圧が第２の気体流入口１６３
に漏れ出ることがない。これにより、異物が第２の気体流入口１６３に流出することを防
止できる。
【００９２】
　本実施形態によれば、液体流出管路２４２よりも径の大きい吸入管路２４１を用いて遠
位端２４６から空気を放出できるため、単位時間当たりの送気量を大きくすることができ
る。
【００９３】
　また、液体流出管路２４２と吸入管路２４１とを設けるため、液体流出管路２４２を用
いたときには少ない流量で空気を提供し、吸入管路２４１を用いたときには多い流量で空
気を提供できる。そのため、まず始めに多い流量を供給した後に、少ない流量を提供して
、空気供給量を微調整することができる。これにより、被験者への負担を軽減することが
できる。
【００９４】
　さらに、液体流出管路２４２と吸入管路２４１とを設けるため、対物レンズを水及び空
気で洗浄することが可能である。
【００９５】
　吸入管路に空気を流しているときに、鉗子挿入口から薬剤を注入すれば、散布チューブ
を使用したときと同様の効果を得ることができる。
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【００９６】
　次に、第２の実施形態による第２の内視鏡用送気送液吸引装置３００の構成について図
７から１１を用いて説明する。第１の実施形態と同様の構成については同じ符号を付して
説明を省略する。
【００９７】
　第２の内視鏡用送気送液吸引装置３００は、第２の内視鏡４００に格納される。第２の
内視鏡４００は、第２の操作部４２０の内部に設けられる管路の接続状態が第１の操作部
２２０と異なる。
【００９８】
　第２の送気送液部材３１０及び吸引部材１５０が第２の内視鏡用送気送液吸引装置３０
０を主に構成する。
【００９９】
　第２の送気送液部材３１０は、有底円筒状の第２の送気送液シリンダ３２０と、第２の
送気送液シリンダ３２０の内周面１２１に挿入される円柱状の第２の送気送液ピストン３
３０とから成る。
【０１００】
　第２の送気送液シリンダ３２０は、第２の送気送液シリンダ３２０の底部１２８から開
口部１２９に向けて順に設けられる、第１の気体流入口１２３、第２の気体流出口１２５
、液体流入口１２６、液体流出口１２７、第１の気体流出口１２４を備える。
【０１０１】
　第２の送気送液ピストン３３０は、軸方向全長に渡って貫通する円筒形のリーク管１３
３と、周方向全周に渡って外周面に形成される第１、第２、第３、及び第６の凹部１３４
、１３５、１３６、３３１とを有する。第６の凹部３３１は、第１から第３の凹部１３４
－１３６に対して小さい幅と同じ深さを有する。第２の送気送液ピストン３３０の軸Ｌを
通る平面における第６の凹部３３１の断面は、コの字又は逆コの字を成し、軸Ｌに対して
線対称である。
【０１０２】
　先端部１３１から押圧端部１３２に向けて、第１の凹部１３４が１つ、第３の凹部１３
６が１つ、第１の凹部１３４が３つ、第２の凹部１３５が１つ、第１の凹部１３４が２つ
、そして第６の凹部３３１が１つ、そして第１の凹部１３４が１つ設けられる。
【０１０３】
　第６の凹部３３１において、第２の送気送液ピストン３３０の軸Ｌに対して平行な曲面
を底面とし、第２の送気送液ピストン３３０の軸Ｌに対して直角な平面であって、第２の
送気送液シリンダ３２０の底面側に位置する平面を下部側面、第２の送気送液シリンダ３
２０の開口部１２９側に位置する平面を上部側面とする。
【０１０４】
　第６の凹部３３１の底面には、リーク管１３３まで貫通する第２の貫通孔３３２が開口
する。第２の貫通孔３３２は、第２の送気送液ピストン３３０の軸Ｌに対して直角な直線
を軸とする円筒状の孔である。
【０１０５】
　第２の送気送液ピストン３３０が第１の送気送液操作位置にあるとき、第１の気体流入
口１２３と第２の送気送液ピストン３３０とが第２の送気送液シリンダ３２０の径方向に
重ならず、第２の気体流出口１２５と第３の凹部１３６の一部とが第２の送気送液シリン
ダ３２０の径方向に重なる。
【０１０６】
　第２の送気送液ピストン３３０が第２の送気送液操作位置にあるとき、液体流入口１２
６と第２の凹部１３５の一部とが第２の送気送液シリンダ３２０の径方向に重なり、液体
流出口１２７と第２の凹部１３５の一部とが第２の送気送液シリンダ３２０の径方向に重
なる。これにより、液体流入口１２６と液体流出口１２７とが物理的に接続される。そし
て、第１の凹部１３４に取り付けられたＯリング１３７が第２の送気送液ピストン３３０
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と第２の送気送液シリンダ３２０との間を密封するため、液体流入口１２６と液体流出口
１２７との接続により形成された空間が密封される。
【０１０７】
　第２の送気送液ピストン３３０が第３の送気送液操作位置にあるとき、第１の気体流出
口１２４と第６の凹部３３１の一部とが第２の送気送液シリンダ３２０の径方向に重なる
。そして、第２の送気送液シリンダ３２０の軸方向において第３の凹部１３６から開口部
１２９側に位置する第１の凹部１３４に取り付けられたＯリング１３７と、第２の送気送
液シリンダ３２０の軸方向において第６の凹部３３１の両側に位置する第１の凹部１３４
に取り付けられたＯリング１３７とが第２の送気送液ピストン３３０と第２の送気送液シ
リンダ３２０との間を密封するため、第１の気体流入口１２３と第１の気体流出口１２４
との接続により形成された空間が密封される。
【０１０８】
　次に、図８から１１を用いて、第２の送気送液部材３１０及び吸引部材１５０の動きを
説明する。
【０１０９】
　図８は、第２の送気送液ピストン３３０及び吸引ピストン１７０に力が加えられておら
ず、かつリーク孔１４５がユーザの指により封止されている状態を示す。このとき、第２
の送気送液ピストン３３０及び吸引ピストン１７０に力が加えられていないため、第２の
送気送液ピストン３３０は第１の送気送液操作位置に、吸引ピストン１７０は第１の吸引
操作位置に置かれている。この状態は、第１の実施形態におけるものと同様であるため、
説明を省略する。
【０１１０】
　図９は、第２の送気送液ピストン３３０がユーザにより半押しされている状態を示す。
このとき、第２の送気送液ピストン３３０は第３の送気送液操作位置に置かれ、第２の送
気送液シリンダ３２０の径方向において、液体流入口１２６と第２の凹部１３５の一部と
が重なり、液体流出口１２７と第２の凹部１３５の一部とが重なる。この状態は、第１の
実施形態における第１の送気送液ピストン１３０がユーザにより全押しされている状態と
同様であるため、説明を省略する。
【０１１１】
　次に、第２の送気送液ピストン３３０がユーザにより全押しされ、吸引ピストン１７０
に力が加えられておらず、そしてリーク孔１４５がユーザの指により封止されている状態
について図１０及び１１を用いて説明する。
【０１１２】
　このとき、気体流入管路２３１から加圧された空気が第２の送気送液部材３１０に供給
され、液体流入管路２３２から加圧された水が第２の送気送液部材３１０に供給され、負
圧管路２３３から負圧が吸引部材１５０に供給されている。また、第２の送気送液ピスト
ン３３０は第３の送気送液操作位置に、吸引ピストン１７０は第１の吸引操作位置に置か
れている。
【０１１３】
　第２の送気送液ピストン３３０が第３の送気送液操作位置にあるとき、第２の送気送液
シリンダ３２０の径方向に関して、第１の気体流入口１２３と第３の凹部１３６とが重な
り、第１の気体流出口１２４と第６の凹部３３１とが重なる。
【０１１４】
　第１の気体流入口１２３と第２の送気送液シリンダ３２０の内周面１２１との接合部に
おける第２の送気送液シリンダ３２０の内周面１２１の径は、各流入流出口が設けられな
い部位における径よりも若干大きいため、第２の送気送液シリンダ３２０と第１の気体流
入口１２３との間には隙間が空いている。そのため、第１の気体流入口１２３から第２の
送気送液シリンダ３２０内に流入した空気は、第２の送気送液ピストン３３０の先端部１
３１と第２の送気送液シリンダ３２０の底部１２８との間に形成された空間をへて、リー
ク管１３３内に流入する。
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【０１１５】
　一方、リーク管１３３は、第６の凹部３３１の底面に設けられた第２の貫通孔３３２と
接続されているため、リーク管１３３内から第６の凹部３３１に空気が流入する（図１１
参照）。そして、第６の凹部３３１から第１の気体流出口１２４を経て、第１の気体流出
管路２２５に空気が流出する。その後、空気は第１の気体流出管路２２５から第２の気体
流入口１６３に流入する。
【０１１６】
　吸引ピストン１７０が第１の送気送液操作位置にあるときの第２の気体流入口１６３か
ら流入する空気の流れについては、第１の実施形態と同様であるため、説明を省略する。
また、吸引ピストン１７０が第２の吸引操作位置にあるときについても、第１の実施形態
と同様であるため、説明を省略する。
【０１１７】
　本実施形態によれば、第１の実施形態と同様の効果を得ることができる。
【０１１８】
　次に、第３の実施形態による第３の内視鏡用送気送液吸引装置５００の構成について図
１２から１５を用いて説明する。第１の実施形態と同様の構成については同じ符号を付し
て説明を省略する。
【０１１９】
　第３の内視鏡用送気送液吸引装置５００は、第３の内視鏡６００に格納される。第３の
内視鏡６００は、第３の操作部６２０の内部に設けられる管路の接続状態が第１の操作部
２２０と異なる。
【０１２０】
　挿入部２４０の遠位端部２４６には、図示しない対物レンズ及び照明レンズと、吸入口
２４５、及び送液口２４７とが設けられる。第３の操作部６２０から延びる吸入管路２４
１が吸入口２４５に接続され、第３の操作部６２０から延びる液体流出管路６４２が送液
口２４７に接続される。
【０１２１】
　第３の送気送液部材５１０及び吸引部材１５０が第３の内視鏡用送気送液吸引装置５０
０を主に構成する。
【０１２２】
　第３の送気送液部材５１０は、有底円筒状の第３の送気送液シリンダ５２０と、第３の
送気送液シリンダ５２０の内周面５２１に挿入される円柱状の第３の送気送液ピストン５
３０とから成る。
【０１２３】
　第３の送気送液シリンダ５２０は、その内周面５２１から第３の送気送液シリンダ５２
０の外側面５２２まで貫通する第１の気体流入口１２３、第１の気体流出口１２４、液体
流入口１２６、及び液体流出口１２７を有する。第３の送気送液シリンダ５２０の軸方向
において、各流入流出口は異なる位置に設けられる。より詳細には、第３の送気送液シリ
ンダ５２０の底部５２８から開口部５２９に向けて、第１の気体流入口１２３、第１の気
体流出口１２４、液体流入口１２６、液体流出口１２７が順に設けられている。
【０１２４】
　第３の送気送液シリンダ５２０の内周面５２１と第１の気体流出口１２４との接合部に
おける第３の送気送液シリンダ５２０の内周面５２１の径は、各流入流出口が設けられな
い部位における径よりも若干大きい。
【０１２５】
　第１の気体流入口１２３に気体流入管路２３１が、第１の気体流出口１２４に第１の気
体流出管路２２５が、液体流入口１２６に液体流入管路２３２が、そして液体流出口１２
７に液体流出管路６４２がそれぞれ接続される。
【０１２６】
　第３の送気送液ピストン５３０において、第３の送気送液シリンダ５２０の底部５２８
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と対向する端部を先端部５３１、第３の送気送液シリンダ５２０の開口部５２９側の端部
を押圧端部１３２とする。
【０１２７】
　第３の送気送液ピストン５３０は、軸方向全長に渡って貫通する円筒形のリーク管１３
３と、周方向全周に渡って外周面に形成される第７、第８、第９、及び第１０の凹部５３
４、５３５、５３６、５４８とを有する。第７から第１０の凹部５３４－５４８は、第３
の送気送液ピストン５３０の径方向に深さを有し、軸方向に幅を有する。第７から第１０
の凹部５３４－５４８は、深さ及び幅が異なる。第３の送気送液ピストン５３０の軸Ｍを
通る平面における第７及び第１０の凹部５３４、５４８の断面は、コの字又は逆コの字を
成し、軸Ｍに対して線対称である。同じ平面における第８の凹部５３５の断面は、第３の
送気送液ピストン５３０の外側面５２２に向けて広がるコの字又は逆コの字を成し、軸Ｍ
に対して線対称である。同じ平面における第９の凹部５３６の断面は、深さよりも幅が長
く、かつ底部５２８に開口する逆Ｌ字形である。
【０１２８】
　先端部５３１から押圧端部１３２に向けて、第９の凹部５３６が１つ、第７の凹部５３
４が１つ、第１０の凹部５４８が１つ、第７の凹部５３４が２つ、第８の凹部５３５が１
つ、そして第７の凹部５３４が１つ設けられる。
【０１２９】
　第７から第１０の凹部５３４－５４８において、第３の送気送液ピストン５３０の軸Ｍ
に対して平行な曲面を底面とし、第３の送気送液ピストン５３０の軸Ｍに対して直角な平
面であって、第３の送気送液シリンダ５２０の底面側に位置する平面を下部側面、第３の
送気送液シリンダ５２０の開口部５２９側に位置する平面を上部側面とする。ただし、第
９の凹部５３６に下部側面はない。
【０１３０】
　第７の凹部５３４は、最も大きな深さと最も小さい幅を有し、Ｏリング５３７が取り付
けられる。第７の凹部及びＯリング５３７の構成は、第１の凹部１３４及びＯリング１３
７の構成と同様であるため説明を省略する。第８から第１０の凹部５３５－５４８は、略
等しい深さと幅であって、第７の凹部５３４よりも浅い深さと長い幅を有する。
【０１３１】
　第９の凹部５３６の底面には、第２の逆止弁５４０が取り付けられる。第２の逆止弁５
４０は、環状の弾性部材から成る。第２の逆止弁５４０の軸は、第３の送気送液ピストン
５３０の軸Ｍと一致する。第２の逆止弁５４０の軸Ｍを通る断面は、内周側が先端部５３
１に向けて突出するＶの字形状を成す。第２の逆止弁５４０の外周側端部は、第３の送気
送液シリンダ５２０の内側面と係合する。先端部５３１側から加えられた圧力が第２の逆
止弁５４０の弾性力を超えると、第２の逆止弁５４０は変形して押圧端部１３２方向に圧
力を逃がす。先端部５３１側から加えられる圧力が第２の逆止弁５４０の弾性力を超えな
いとき、第２の逆止弁５４０は押圧端部１３２方向に圧力を逃がさない。押圧端部１３２
側から圧力が加えられると、第２の逆止弁５４０は第３の送気送液シリンダ５２０の内側
面と密着して先端部５３１方向に圧力を逃がさない。
【０１３２】
　第３の送気送液ピストン５３０の一端は、第３の送気送液シリンダ５２０の開口部５２
９から突出し、第２の押圧部５４１が取り付けられる。
【０１３３】
　第２の押圧部５４１は、第４の押圧ボタン５４２と第３の基部５４４とを備える。第３
の基部５４４は、第３の操作部６２０の外装２２６及び第３の送気送液シリンダ５２０と
固定される。第４の押圧ボタン５４２は、円筒であって、中央にリーク孔１４５が貫通す
る。リーク孔１４５とリーク管１３３とが同軸に繋がるように第４の押圧ボタン５４２が
第３の送気送液ピストン５３０に取り付けられる。
【０１３４】
　第４の押圧ボタン５４２と第３の基部５４４との間に第４のコイル圧縮スプリング５４
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６が設けられる。第４のコイル圧縮スプリング５４６は、ユーザが第４の押圧ボタン５４
２を操作しないときに、第４の押圧ボタン５４２を第３の操作部６２０から最も突出した
位置に保持する。このとき、第３の送気送液ピストン５３０が第３の送気送液シリンダ５
２０に最も浅く挿入されている第１の送気送液操作位置にある。ユーザが第４の押圧ボタ
ン５４２を完全に押圧したとき、第３の送気送液ピストン５３０は、第３の送気送液シリ
ンダ５２０に最も深く挿入されている第３の送気送液操作位置にある。このとき、第３の
送気送液ピストン５３０が全押しされているという。
【０１３５】
　吸引部材１５０の構成は、第１の実施形態と同様であるため説明を省略する。
【０１３６】
　延伸方向に対して直角な平面における吸入管路２４１及び吸入口２４５の断面積は、液
体流出管路６４２、及び送液口２４７の断面積よりも大きい。
【０１３７】
　次に、図１３から１５を用いて、第３の送気送液部材５１０及び吸引部材１５０の動き
を説明する。
【０１３８】
　まず、第３の送気送液ピストン５３０及び吸引ピストン１７０に力が加えられておらず
、かつリーク孔１４５がユーザの指により封止されている状態について図１３を用いて説
明する。
【０１３９】
　このとき、気体流入管路２３１から加圧された空気が第３の送気送液部材５１０に供給
され、液体流入管路２３２から加圧された水が第３の送気送液部材５１０に供給され、負
圧管路２３３から負圧が吸引部材１５０に供給されている。また、第３の送気送液ピスト
ン５３０及び吸引ピストン１７０に力が加えられていないため、第３の送気送液ピストン
５３０は第１の送気送液操作位置に、吸引ピストン１７０は第１の吸引操作位置に置かれ
ている。
【０１４０】
　第３の送気送液ピストン５３０が第１の送気送液操作位置にあるとき、先端部５３１と
第３の送気送液シリンダ５２０の底部５２８との間には空間が設けられる。そして、この
空間に第１の気体流入口１２３が接続されている。そのため、気体流入管路２３１から第
１の気体流入口１２３を経て第３の送気送液部材５１０に供給された空気は、リーク管１
３３に流入する。
【０１４１】
　一方、リーク孔１４５は塞がれているため、リーク管１３３内の空気圧が上昇する。リ
ーク管１３３内が所定の空気圧となるまで、第３の送気送液シリンダ５２０と第３の送気
送液ピストン５３０との間を第２の逆止弁５４０が塞ぐが、所定の圧力を超えると第２の
逆止弁５４０が変形して、リーク管１３３と第１の気体流出口１２４とが物理的に接続さ
れる。すると、空気がリーク管１３３から第１の気体流出口１２４を経て、第１の気体流
出管路２２５に流出する。そして、第２の気体流入口１６３に空気が流入する。
【０１４２】
　吸引ピストン１７０が第１の吸引操作位置にあるとき、吸引先端部１７１と吸引シリン
ダ１６０の底部１６６との間には空間が設けられる。そして、この空間に第２の気体流入
口１６３が接続されている。そのため、第１の気体流出管路２２５から第２の気体流入口
１６３を経て吸引部材１５０に供給された空気は、負圧流入口１６５に流入する。その後
、吸入管路２４１を経て、吸入口２４５から空気が放出される。
【０１４３】
　一方、第３の送気送液シリンダ５２０の軸方向押圧端側に位置する第７の凹部５３４に
取り付けられたＯリング５３７が第３の送気送液ピストン５３０と第３の送気送液シリン
ダ５２０との間を密封するため、空気が他の流入流出口に漏れ出ることがない。すなわち
、空気が液体流入口１２６及び液体流出口１２７に漏れ出ない。
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【０１４４】
　次に、第３の送気送液ピストン５３０がユーザにより全押しされている状態について図
１４を用いて説明する。
【０１４５】
　このとき、気体流入管路２３１から加圧された空気が第３の送気送液部材５１０に供給
され、液体流入管路２３２から加圧された水が第３の送気送液部材５１０に供給され、負
圧管路２３３から負圧が吸引部材１５０に供給されている。また、第３の送気送液ピスト
ン５３０は第３の送気送液操作位置に置かれている。
【０１４６】
　第３の送気送液ピストン５３０が第３の送気送液操作位置にあるとき、第３の送気送液
シリンダ５２０の径方向に液体流入口１２６と第８の凹部５３５の一部とが重なり、液体
流出口１２７と第８の凹部５３５の一部とが第３の送気送液シリンダ５２０の径方向に重
なる。
【０１４７】
　第８の凹部５３５の外径は、第３の送気送液シリンダ５２０の内周面５２１の内径より
も小さいため、第８の凹部５３５と液体流入口１２６との間には隙間が空いている。
そのため、液体流入口１２６から第３の送気送液シリンダ５２０内に流入した水は、第８
の凹部５３５をへて、液体流出口１２７に流入する。そして、液体流出管路２４２を経て
、送液口２４７から水が放出される。
【０１４８】
　一方、第３の送気送液シリンダ５２０の軸方向において第８の凹部５３５の両側に位置
する第７の凹部５３４に取り付けられたＯリング５３７が第３の送気送液ピストン５３０
と第３の送気送液シリンダ５２０との間を密封するため、空気が第１の気体流入口１２３
及び第１の気体流出口１２４に漏れ出ることがない。
【０１４９】
　図１５は、第３の送気送液ピストン５３０が押圧されず、かつ吸引ピストン１７０がユ
ーザにより全押しされている状態を示す。このとき、第３の送気送液ピストン５３０は第
１の送気送液操作位置に、かつ吸引ピストン１７０が第２の吸引操作位置に置かれる。こ
の状態は、第１の実施形態における吸引ピストン１７０がユーザにより全押しされている
状態と同様であるため、説明を省略する。
【０１５０】
　本実施形態によれば、簡単な構造により、第１及び第２の実施形態と同様の効果を得る
ことができる。
【０１５１】
　なお、各流入流出口の位置は、第１から第３の実施形態に示した位置に限定されない。
【符号の説明】
【０１５２】
　１００　第１の内視鏡用送気送液吸引装置
　１１０　第１の送気送液部材
　１２０　第１の送気送液シリンダ
　１２１　内周面
　１２２　外側面
　１２３　第１の気体流入口
　１２４　第１の気体流出口
　１２５　第２の気体流出口
　１２６　液体流入口
　１２７　液体流出口
　１２８　底部
　１２９　開口部
　１３０　第１の送気送液ピストン
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　１３１　先端部
　１３２　押圧端部
　１３３　リーク管
　１３４　第１の凹部
　１３５　第２の凹部
　１３６　第３の凹部
　１３７　Ｏリング
　１３９　第１の貫通孔
　１４０　第１の逆止弁
　１４１　第１の押圧部
　１４２　第１の押圧ボタン
　１４３　第２の押圧ボタン
　１４４　第１の基部
　１４５　リーク孔
　１４６　第１のコイル圧縮スプリング
　１４７　第２のコイル圧縮スプリング
　１５０　吸引部材
　１６０　吸引シリンダ
　１６１　内周面
　１６３　第２の気体流入口
　１６４　負圧流出口
　１６５　負圧流入口
　１６６　底部
　１７０　吸引ピストン
　１７１　吸引先端部
　１７２　吸引押圧端部
　１７３　負圧導入管
　１７４　第４の凹部
　１７５　第５の凹部
　１７６　Ｏリング
　１７７　シールリング
　１８０　吸引押圧部
　１８１　第３の押圧ボタン
　１８２　第２の基部
　１８３　第３のコイル圧縮スプリング
　２２１　第２の気体流出管路
　２２５　第１の気体流出管路
　２２６　外装
　２３１　気体流入管路
　２３２　液体流入管路
　２３３　負圧管路
　２４１　吸入管路
　２４２　液体流出管路
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